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新聞、テレビ、ネット、雑誌やちらし、
さらには 市政便り など、色々な場面で使われている用語
たとえば、フレイル、メタボ、SDGｓ、Dx、

などなど たくさんありますが、
これらの言葉の意味、わかりますか？
なんとなく わかった感じ になってませんか？

今回は、これら、
最近色んな場所で使われるようになった 用語・言葉について
その意味を解説したいと思います

⇒ その第1回



SDGｓ:Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標
2015年9月の国連サミットで全会一致で採択された17の目標

キーワードは、Leave No One Behind 誰一人取り残さない
2030年期限とする 以下の17の目標を設定している

SDGｓとは

私たちの

将来の目標



DX：Digital Transformation デジタルトランスフォーメーション

デジタル変革 と言う

⇒ IT(情報技術＝デジタル技術)で、社会や生活の形をよりよい
方向に変える

主に、産業界・企業を中心に進められている改革
多くの情報技術(ＩＴ）を活用して、
産業や生活をより良い方向へかえていく



COPD：Chronic Obstructive Pulmonary Disease  

慢性閉塞性肺疾患
⇒ 従来、肺気腫や慢性気管支炎 と呼ばれてきた病気の総称

たばこの煙等の有害物質を長期間吸入・曝露することで、
肺に炎症を起こす病気で、喫煙が主原因の 肺の生活習慣病

・気道が狭くなり、苦しい
・肺が壊れて、呼吸できない
・肺の病気だが、全身病の原因となる

肺気腫 までになると
もう完治することはない



COPD 啓発ポスター

＜喫煙とがんとの関係＞



メタボ＝メタボリック・シンドローム：内蔵脂肪症候群
⇒ 1999年 WHO(世界保健機関）が提唱

内蔵肥満に加えて、高血圧、高血糖、脂質代謝異常が
加わることにより、心臓病や脳血管疾患などになりやすい状態

疾病のリスク↑



メタボの診断基準と心臓病の危険因子との関係

危険因子が増えれば
心臓病のリスクも上昇

単なる
肥満ではない



フレイル＝虚弱(Frailty）：日本老年医学会が2014年に提唱

⇒ 健康な状態と要介護状態の中間に位置し、

身体的機能や認知機能の低下が見られる状態

フレイル
とは、

加齢に伴い出てくる
全体的な

機能低下状態
のこと



フレイルの要因

フレイルは、
筋力低下などの身体的要素、

認知症やうつなどの精神的要素、

独居や経済的困窮などの社会的要素
で構成される



ロコモ (ロコモティブシンドローム）
：2007年日本整形外科学会が提唱した概念

⇒運動器(筋、骨、関節等)の障害で 移動機能の低下を来した状態

⇒ 運動器症候群



ロコモの原因とロコモ・スパイラル

加齢に伴う筋力低下と運動器障害

＜悪循環＞



サルコペニア：1989年アメリカで提唱

ギリシャ語の筋肉を表す「サルコ」と喪失を意味する「ペニア」の造語
⇒ 加齢により全身の筋肉量と筋力が自然低下し、

身体能力が低下した状態

⇒ 加齢性筋肉減弱現象



サルコペニアの原因とフレイル・ロコモとの関係

ロコモ サルコペニア 共に
フレイル に含まれる


